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寺 井 克 幸
自閉症 9名 (自閉群)お よ び年齢 , 知能指数で 一 致 させ た精神遅滞 7名 (遅滞群) を対象 と して , 事象関連電位 P3 00, 前
頭葉機能を反映す る神経心 理学的バ ッ テ リ p お よ び 小児自閉症評定尺度(child ho od autism r ating sc ale, CA RS)に よ る 臨床症
状評価を施行 し, 自閉症の 認知磯能 お よび 前頭葉機能に つ い て 検討 した . 神経心 理学的 バ ッ テ リ ー と し て ウ ィ ス コ ソ シ ソ ･
カ ー ド ･ ソ ー テ ィ ン グ ･ テ ス ト (W is c o n sin c ard s orting te st, W C S T), C hapuis 迷路テ ス ト , ウ エ ク ス ラ ー 児童用 知能検査改
訂版 (Wechslerinte11ige n c e s c ale for childr e n re vised, W IS C-R) の 迷路問題 お よ び 語産 生能力検査 (w ord flu e n cy te st,
W F T) を用 い た , P300成分の 両群間比較 で は , 振幅 に 有意差を認めず , Pz に お ける潜時が自閉群で延長す る傾向を認 め た .
また 自閉群 に お い て t P 300成分の 滞時と C A R Sの 下位項目 の 『人 と の 関係』, 『情緒反応』, 『物 の 扱 い 方』, 『変化 へ の 適応』,
『味覚 , 喚覚 , 触覚反応とそ の 使 い 方』, 『言語性 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン』, 『活動水準』, 『知的幾能の 水準と バ ラ ン ス 』, 『全体的
な印象』 の 得点 との 間 に 相関が み られ , 自閉症 の 病態生理学的特散 を表す指標と して , 振幅 よ りも潜時が有用 で ある こ とが 示
唆さ れた . 前頭葉機能検査の うち , W IS C-R の 迷路問題の 観点 お よび W F Tの 得点 は 自閉群 と遅滞群 の 間に 有意差 を認 め な
か っ た . また 統計学的 に 有意で ほ なか っ た が , 自閉群 で W C S Tに お け る Nels o nの 保続的誤 り数が大き い こ と が う か が わ れ
た . こ れ らの こ とか ら , 自閉症に 前頭葉機能障害 を有す る 一 群が 存在する可 能性が推測 され た .
Key w o rds a utis m, e V e nt-r elated potential, P 300, n eur OpSyCholog y, fro ntal lobe fu nctio n
Rutte rl)が自 閉症 の 本態を言語お よ び認知の 障害 に 求 め る仮
説を発表 して 以来 , 自閉症で は認知機能障害 が基本障害である
との 考え が中心 とな っ て い る . 一 方事象関連電位の うち , 潜時
が 約 1QOm s e c以上 の 比較的遅 い 成分ほ選択的注意や認知機能
を反映 して変動す る と され て い る こ とか ら
2)ユ)
, 近年自閉症 の 認
知機能障害 を客観的 に 検討す る手段 と して , 事 象関連電位 の
P300成分を 用 い る試 み が な され て い る4 卜12). 自閉症 の 病腰 モ デ
ル と し て は , 現 在 ま で に Ha u s erら13)の 内側側頭葉 , Hetzler
ら 川 の 両 側側頭葉 , Da m asio ら
15- の 前頭側頭葉, 新線粂体 , 視
床 , 十亀ら
一6}の 前頭葉 , Hoffm a n nら
け)の 左半球前頭葉 な ど様 々
な 部位の 障害が捷唱 され て い る が , 一 定 した 見解 は得 られ て い
な い .
自閉症児 ほ , 固執條向や特徴的な言語症状 , すなわ ち反響言
語 , 抽象語 の 使用 困難な どを 示 すと さ れ て お り, 知能検査 に お
い て も 『 一 般 的 理 解』, 『絵 画配列』 の 得点 が低 い こ と か
ら
1 …)
, 抽象思考の 障害 が 示唆 され て い る . 固執傾向 , 反 響言
語 , 抽象思考 の 障害な どは 前頭葉症候群 と して と ら え る こ と が
可 能で あ り , ま た 神 経疾患 と の 類似性ほ) , 神経 心 理 学的検
査1T】20 卜 22】, 脳血 流 お よび 脳代謝の 測定2
3卜 25)な どに よ り , 自閉症 に
お ける前頭葉機能障害が検討 され てき た . しか し脳血 流 お よ び





核25】, な どの 低活性が同時に 報告 され て お り , 前頭葉機能障害
の み で 一 元的に 説明す る と い う より も, 前頭葉を含 め た皮質 お
よ び 皮質下構造を , 自閉症 の 病態の 主座 と考え る報告 が多 い .
平成5年11月24 日受付, 平成 5年12月27日受理
A bbre viatio n s :C A R S, Childho od a utis m r ating
ま た健常者 との 間に 有意差 を認め なか っ た と する報告
28) もある
が , 自閉症ほ 多病国的な症候群で ある と され て お り , 前頭葉機
能障害群 と非前頭葉機能障害群が存在す ると も考え られ る .
本研究 では こ の よ うな 自閉症の 認知障害お よ び前頭葉機能障
害仮説に も とづ き , 自閉症お よ び精神遅滞を対象に 認知機能を
反映する と され る事象関連電位 P 300 お よび前頭葉磯能 を反映
す ると され る神経心 理 学的バ ッ テ リ ー を施行 し , 自閉症 に 前頭
葉機能障害を示 す所 見が 認 め られ るか 否か を 検索す る と と も
に , P 300所見と各指標間の 関連 を検討す る こ と に よ っ て , 自
閉症 に お け る P 300の 臨床的意義 を明らか に す る こ と を 目 的と
した .
対象およ び方法
Ⅰ . 対 象
精神障害の 分類 と診断の 手引第 3版改訂版(diagn o stic a nd
Statistic al m a n u al of m e ntal dis orde rs, third edito n, r e Vis ed,
D S M- Ⅲ-R)27)の 診断基準(表 1 ) をみ たす自閉症 9名 (自閉群)お
よ び精神遅滞 7名(遅滞群)を 対象 と した . 表 2 に 対象と した症
例に つ い て の 概略 を 示 す. 遅滞群の 中に , 今回 の 知能検査で 全
検査知能指数 (full intelligen c equ otient, FIQ) が70 をこ え て い
た 症例が 1名あ っ た が , こ の 症例は 過去の 知能検査 で は知能指
数が70以下であ り , そ の 他 の 項 目 で もす べ て診断基準 をみ た し
て い た . 対象の 中に は 視覚や聴覚 に 粗大な障害 を認 め る者 , 外
表奇形を有す る者 , 明 らか な て んか ん 発作を有す る者 , そ の 他
S Cale; C T, C O mputed to m ography; FIQ, full intellige n ce
quotient ;-MRI, m agnetic re so nanc eim aging; PEP, pSyChoeduc atio n alprofile; PIQ, Perfor m anc eintelligenc e
qu otie nt; ⅤIQ, V e rbal intellige nc equotient; W A IS-R, W e chsler adult.一 ･intellige nc e scale r evised; W CS T,
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の 神経疾患を合併 して い る 者は含ま れ て い な い . また 抗精神病
薬服用中の 症例 が含 まれ て い る が , 抗て ん か ん薬服 用中の 症例
は除外 した . 非服薬例は自閉群 6名 , 遅滞群5名 である . 性別
は自閉群 9名がす べ て 男子 , 遅滞群 は男子 3名, 女子 4名で あ
る . 知能検査施行時 の 年齢ほ自閉群 で平均16歳 2 か月 (1 0歳1 1
か月 ～ 24歳 7 か月), 遅滞群 で 平均1 7歳1 か月(14歳 2 か月 ～ 20
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歳1 か月) であ っ た . 対象と した い き さ つ は , 自閉群に つ い て
は , 福井県小児療育セ ン タ ー が 実 施1して い る自閉症児親子合
宿
28)に , こ の20年間に 参加 した 症例が 3名 , 福井県精神保健 セ
ン タ ー に 適所中の 症例が 1名 , 金沢大学医学部附属病院神経科
精神科に 通院中の 症例が 4名 ∴精神薄弱児入所施設に 入所中の
症例が 1名 である . 遅滞群に つ い て ほ , 金沢大学教育学部附属
Table l. Diagn o stic c rite ria for autistic dis o rder a nd m e ntalr eta rdatio n
Autistic dis o rder
A . Qu alitativ eimpair m entin re cipr o c al s o cial inte r a ctio n
B
. Qu alitativ eimpair m entin v e rbal a nd n o n v e rbal c o m m u nic atio n, a nd inim agin ative a ctivity
C . M arkedly re stricted repe rtoir e of a ctivitie s a nd inte r est
D . On setdu ringinfa n cy o r childho od
Me ntal r eta rdation
A . Signific a ntly s ubav erage ge n e r alintelle ctu al fu n ctio ning: anIQ of 70rbelo w on a nindividu ally
administe rd IQ te st(fo rinfa nts, a Clinic aljudgm e nt of signific a ntly s uba v er age inte11e ctu al
fu n ctio ning, Sin c e av ailbleintelligen c ete sts do n ot yieldn u m e ric al IQ v alu es).
B . Con c ur r ent deficits orimpalr m e ntS in adaptlV efun ctio n lng, i. eリ the per s o n
l
s effe ctiv e n e ssin
m e eting the sta nda rds e xpected forhis orher age by his o rher c ultu r algr o upin a re a s stlCh
a s s o cial ski11s and respo nsibility, C Om m unic ation, daily living skills, per S O n al indepe nde n c e,
a nd s elf･S uffic e n cy.
C
.
On s etbefore the age of 18.
T his c riteria w a squ oted fr o mDiagn o stic a nd Statistic al Ma n u alof Mental Diso rder s,3rded. r e vis ed
(D S M-ⅠⅠ･R)27)
Table 2. C ha r a cte ristic s of s ubjects
Ca s e n u mber
Agein Ha nd
Se x







































































































































































































M edic ation w as e xpr e ss ed in chlo rpr o m a zin e equiv alents. * , e Stim ated sc o re;FIQ,fullintel igen c e
qu otie nt; ⅤIQ, V erbal intelligen c equ otient; PIQ, pe rfo r m a n c einteIlige n c equ otient; M, m ale; F,
fe m ale; R, rightha nde r; M ix, miⅩed ha nder.
W iscon sin ca rd s orting te st; WFT, W O rd flu en cy test; W IS C- R, W echsler intelligen ce scale for childre n
re vis ed
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養護学校を介 して検査を依頼 した症例が 4名 , 金沢大学医学部
附属病院神経科糖神科 に 通院もしくほ 入院中の 症例が 3名で あ
る . 両親に ほ 検査 目的 , 内容 に つ い て 口 頭 お よ び 文書 で 説 明





Fig. 1. Repr e se ntativ e sa mple s of e v enトr elated pote ntial
(E R P) w a v efor m. Vertic al calibr atio n】in e r epr e s ents lO
FN . Horiz o ntal lin e r epr e se nts l OOm se c. ▲ , Stim ulu s
O n S et. T he bas elin efor rn e a s urirlg the a mplitude of the
P 300is the a v erage of alO m se cprestim ulu speriod. The
P 300c o mpo n ent of E R Pw a side ntified a s the most
positiv epe ak which ap pe a.r ed within the r a nge of 250to
500m s e c after stim ulu s o n set.
び 文書で 説明し , 文書 に よ る 同意を得 る ように 努め た .
Ⅱ . 方 法
1 . P 300
検査方法は , 日本脳波筋電図学会誘発電位検査法委員会 の 指
導2g)を参考と し以下 の 手順3 0) で 施行 した .
1) 刺激と課題
事象関連電位測定 に は音刺激 に よる オ ドボ ー ル 課題を 用い ,
目顔刺激 に 対する P 300成分 を測定 し た . 音刺 激は 刺激装置
S M P-4100(日本光電 , 東京) を用 い て 発生 させ , 立 ち 上 が り時
間 10m se c. 持続 時間 1 0ms e c, 刺激強度 70d B H Lの 1 000
Hz ない し 200Hz の ト ー ン ･ バ ー ス ト と した . 1 000 Hz の 音を
非目標刺激 t 2000 Hz の 音を 目標刺激 と した . 非 目 標 刺激 の 呈
示 確率を0.8, 目標刺激の 呈 示確率を0.2 と し, こ れ らを 0･8 Hz
の 呈 示間隔で ラ ン ダ ム に 出現させ た . 被験者に は ▲ ヘ ッ ドホ ン
を 介 して 両耳か ら刺激音を聴取さ せ , 目標刺激に 対 して 『で き
るだ け正 確に , か つ , 速く』 ボ タ ン を押す よ うに 命 じた . 刺激
呈 示 中, 被験者 に は 開眼座位を保ち , 体動 を さけ るよ うに 指示
した .
2) 記録
脳波 は , 銀 一 塩化 銀電極を用い , 国際10- 2 0法 に 従 い Fpz,
Fz, Cz, Pz, T,, T., Ts, T6か ら両側耳果結合を基準電位 と して 記
録 し, ハ イ ･ カ ッ ト 120 Hz, 時定数0.3秒と し, 電極 間抵抗 は
5 E n以下と した . 脳波は イ ン ク 書き脳波計で 学 ニ タ ー す る と
ともに , サ ン プ リ ン グ周 波数 400 Hz で A/D変換 し, 刺激同期
パ ル ス と とも に 光デ ィ ス ク に 記録 した , な お P 300の 滞時 およ
び振幅に つ い ては 日内変動が報告 され て い るが
31卜 瑚
, 本研 究で
は午後4暗か ら記録を開始 した .
3) 解析(図 1)
検査終了後 ▲ 光デ ィ ス ク に 記録され た 脳 波を D/A 変換 し ,
医用 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ー 7 T 柑(日本電気三栄, 東京) を用
い 加算平均 した . 加算平均ほ , 目 標音刺激開始時点を トリ ガ ･
ポ イ ン ト と し, 刺激 開始前 100m s ecか ら刺激開始後 900m s e c
の 区間に つ い て 行 っ た . 加算回 数ほ32 回 とし, 加算 に あた っ て
ほ 1 00/lV を 越 え る ア ー チ フ ァ ク ト を 含 む電位 は除外 した .
各被験者の 平均波形の う ち , 刺激後 250～ 500m s e cに 出現する
陽性成分 を P 300 と同定 し た . P 300振幅の 測 定 に は 信号前
1 00m s e cの 平均電位 を基線 と し , 特定 の 潜 時範 囲内 (250～
500m s e c) で の 最大振幅 ま で の 距離を 計測 した .
2 . 知能検査(ウ ニ ク ス ラ ー 成人用知能検査改訂版(W e chsler
adultinteuige n c e s c ale revis ed, W AIS-R)35)およ び ウ ニ ク ス ラ ー
Fig. 2. T he mate rialof Wisco n sin c ard s orting te st
叩
. 乱
r ed; 田, gr e e n;E乱yello w; 図, blu e.
自閉症の P 300 お よび前頭葉機能 に 関す る研究
児 童 用知 能 検 査 改 訂版 (W e chslerinte11igen c e sc ale for
childr e n revis ed, W IS C
-R)36))
金沢大学医学部附属病院神経科精神科お よ び福井県精神保健
セ ン タ ー の 臨床心 理 士 に 知能検査 の 実施を依頼 した .
3 . 神経心 理学的バ ッ テ リ ー
以下 に 述 べ る神経心 理 学的バ ッ テ リ ー は l 前頭葉機能を反映
する と され て い るが , 標準化が 行わ れ て い な い こ と か ら , 同
一
の 検者が行う こ とが 好ま しい と思わ れ た た め , 筆者が金沢大学
医学部附属病院神経科精神科 , 金沢大学教育学部附属養護学
校 , 精神薄弱児入所施設な どで 施行 した ･
1) ウ ィ ス コ ソ シ ソ ･ カ ー ド ･ ソ ー テ ィ ン グ ･ テ ス ト
(W is c o n sin c ard s orting test, W C S T)
3T)
図2 に 示 す よう な 赤, 緑 , 黄 , 青 の 1 ～ 4 個 の 三 角形 , 星
型, 十字形 . 円か らな る 図形の 印刷 され た128枚 の カ ー ドを 用
い る分類検査で , 被検者ほ 図2の 4 枚の 刺激 カ ー ドの 下に 色 ,
玖 数の い ずれ か の 分類 カ テ ゴ リ ー に 従 っ て , 1 枚ず つ 反応
カ ー ドを 置い て ゆく こ とを 求め られ る . 例え ば色と い う分類 カ
テ ゴ リ ー に 従え ば, 図の 右下の 反応 力 ー ドは 左端の 刺激 カ ー ド
の 下 に 置か れ る こ と に な る . 検老 は自分の 考え て い る分類 カ テ
ゴ リ ー と被扱者の そ れ と の 一 致, 不
一 致 を , 『合 っ て い ま す』 な
い しは 『違 っ て い ま す』 と い う言葉で 答 え てゆ く . 被検者は 自
分の 置い た カ ー ドの 位置に 対す る検者の 正否 の 答え の み を手掛
か りと して , 検老 の 考え る 分類 カ テ ゴ リ ー を推測 し , 反 応力
ー
ドを 置い て ゆ かね ばな らな い . 正 反応が10枚続く と カ テ ゴ リ
ー
が 1 つ 達成 され , 検老 は自分の 分現 カ テ ゴ リ
ー を被検著に 知 ら
せ る こ とな く変え てゆく . 直前に達成 され た カ テ ゴ リ ー に よ り
分撰 され た カ ー ド数 を M iln erの 保綻的誤 り数 , 直前 の 誤 り と
同 一 の カ テ ゴ リ ー に よ り分類 され た カ p ド数を Nelso nの 保 続
的誤 り数, 色 , 形 , 数の い ずれ の カ テ ゴ リ ー に よ っ ても 分類さ
れ な か っ た カ ー ド数を ユ ニ ー ク エ ラ ー 数と称 して 計算する ･
2) C hapuis 迷路テ ス ト
38)
大中小 3 つ の 迷路か らな り, 同 じ迷路を 2度繰 り返 して 行う
もの で ∫ そ れ ぞれ を第 1施行, 第 2施行 と称 し, 所要時間と誤
りの 数 , 程度に よ り得点が決ま る . 3 つ の 迷路を続 けて 完成 し
な い と , 得点が 計算できな い . 比較 的困難 な課題で ある ため ,
本研究で ほ W IS C▼R の 迷路問題3
6) も施行 した . こ れ ほ 全 部で 9
題あ り , 各迷路 ご とに 得点を計算 し , そ れ を合計 して 粗 点を算
出す るもの で , 比較的容易な課題も多く含まれ て い る ■
3) 語産生能力検査(w ord flu e n cy te st, W F T)
斎藤 ら3g) の 方法を 用い て , 口 答お よ び筆答の 両 方を こ の 順 で
行 っ た . こ れ ほ 『て』, 『い 』, 『し』 3文字 で 始ま る単語 で , 固
有名詞, 語幹の 同 じ語を除くもの を 各々 1分間に で き るだ け 多
く 答え さ せ るもの で , 3文字に つ い て 答えた 単語の 総数 を得点
と した . 練習効果を考慮す る と , 口 答と 筆答 を別 々 の 日時に 施
行す る こ と が好 ま しい が , 同 一 日 に 実施する こ と を余儀な く さ
れ る場合もあ っ た . そ の 場合は な る べ く他の 検査 を間に さ しは
さ む よ う に した .
4 . 臨床症状評価
小 児 自閉 症 評 定尺 度 (child ho od a utis m r ating sc ale,
C A RS)
川)
を 用 い , 本人を 最もよく知 る と思わ れ る養育者な い し
は養護学校の 担任 に 全15項目か らな る C A RSの 評 定項目の 実
施 マ ニ ュ ア ル を渡 し, 記入 を依頼 した . 各項 目 に つ き1点か ら
4点 まで0.5点きぎみ の 計 7段階で評価を行うもの で , 満点 ほ
60点 で ある . 30点 未満 が非自閉症 , 30点以上36.5点以下か , あ
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る い は37点以上60点以下で 3点以上 の 項 目が 5 つ 未満の もの が
軽 , 中等度の 自閉症 , 37点以上60点以下 で 3点以上 の 項目 が 5
つ 以 上 ほ 重度 の 自 閉症 と さ れ る . C A R S はl 考 案 者 の
Schopler らに よ っ て 信頼性 , 妥 当性が確立 され て い る
40}
. また
C A RS ほ当初 , 心 理 ･ 教育 プ ロ フ ィ ー ル (psycho edu c atio n al
pr ofile, P E P)の 施行中に 観察 , 評定す る よ う開発 された もの で
ある が , 親面接 に よ る C A RSの 総得点 と P E Pの 実施場面で得
られ た C A R Sの 総得点 の 間に 有意差は な い こ と
40)
, ま た 自閉症
に つ い て の 経験豊富な療育従事者 と経験の 少な い 療育従事者の
CA RS 総得点の 間に も有意差は な い こ と
岬
な どか ら, 養 育者 な
い しは 担任に よ る 記入 と い う方法を採用 した ,
5 . 利き手 の 検査
本研究で は棟居
41)の 用い た方法に 従い , 9項目(1) 物を指示
する , 2) 絵を画く, 3) 字を 書く , 4) ボ ー ル を 投 げる ,
5) ハ サ ミ で 紙を切 る, 6) びん の ふ た をあけ る , 7) 碁石 を
び んの 中に 入 れ る , 8) 歯ブ ラ シ を 使う , 9) ほ しを 使う)の 課
題 を行わ せ , 動作 を直接観察す る こ と に よ り 利き手 を評価 し
た . 9項目 の うち 8項目 以上 を右手の み ある い は 左手の み で 使
用 した場合はそ れ ぞれ右手利き , 左手利きと し, そ れ 以外は 両
手利きと した .
Ⅲ . 統計学的処理
両群間の 比較に は Ma n n-W hitn ey U 検定, 各指標間の 関連 の
検討に ほ Spe ar m a nの 順位相関係数を用い , 5%未満を有意 ,
10% 未満を傾向と した .
以下に , 対象 と した 自閉症の 生育歴 , 教育歴 , 主要症状 , 受
検態度 の 概要を示 す. 年齢ほ知能検査施行時の もの で ある .
症例 1:11歳11 か月の 男子 . 在胎40週 3840g で 出生 した . 人
見知 りせず他人に 無関心 で , 始歩ほ 1歳 4か月 であ っ た . 幼児
期に 野菜類 を全く食 べ なか っ た . 検査時ほ小学校普通学級に 在
学 して お り , そ の 後中学校特殊学級に 進学 した . 空缶 , 空箱 ,
パ ン フ レ ッ トな どを集め て自宅で み つ め て い る . 頭 部 Ⅹ 線 コ
ン ビ ュ p タ 断層撮影(c o mputedto mogr aphy, C T) で 後頭蓋窟
に ク モ 膜嚢胸を認め る . 検査時ほ 顔面 を机に す り つ ける行為や
質問癖が み られ , 励ます必 要があ っ た ･
症例2:12歳1 0か月の 男子. 在胎40週 3200g に て 出生 し, 始
歩は11 か月 で あ っ た . 幼児期, 数字に 興味が 深く , 同 じ色の も
の を 並 べ た り , と り とめ な く部屋 の 中 を 歩き 回 っ た り して い
た . 中学校特殊学級に 在学中 で ある . 頭部 X 線 C Tに 異常を認
め な い . 本例 の 長期間に わ た る治療者が 一 部検査に 同席 した .
比 較的熱心 に 検査を受け た .
症例 3:10歳11 か月の 男子 . 在胎40週 3900g に て 出生 した ･
乳児期は愛着行動が乏 しく t 始歩は 1 歳2 か月 で あ っ た ･ 3歳
頃か ら他児と の 交流が で きず ∴電灯を つ けた り消 した りな どの
特定の 遊び ばか りす るよ うに な っ た . 小学校ほ 母 の 希望で 普通
学級に 通学 して い る . 顔面の 運動チ ッ ク お よ び軽度の 音声チ ッ
ク を認め る . 頭部 Ⅹ 線 C Tに 異常を 認め な い . 比較的熱心 に 検
査 を受けた .
症例 4:21歳 2 か月 の 男子 . 在胎34週 2700g に て 出生し , 始
歩は 1 歳6 か月 であ っ た . 定時制高校を卒業後 , 繊維関係の 会
社に 勤務して い る . 頭部 Ⅹ線 CT に て大脳皮質の 軽度 の 萎縮お
よび 松果体 の石灰化 を認め る . 熱心 に 検査を受け た ･
症例 5:1 2歳 5 か月 の 男子. 在胎40週 3090g に て 出生 した ･
乳児期は愛着行動が乏 しく , 始歩 ほ 1 歳 1 か月 で あ っ た ･ 多
臥 反響音乱 偏食 , 視線回避 , 固執傾向な どを認め た ･ 熟む
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に 検査を 受けた .
症 例6:18歳 0 か月 の 男子 . 在胎40週 3560g に て 出生 した .
養護学校高等部 に 在学中で ある . 金沢や 京都を旅行す る の が 好
きで , 見学する場所ほ い つ も パ タ ー ン 化 して しま う . 頭部 Ⅹ 線
C T に 異常を認め な い . 注意 が 持続 しに くく t 励 ます必要 が
あ っ た .
症例 7:13歳10 か月 の 男子. 始歩ほ11 か月 であ っ た . 小学 校
特殊学級に 進ん だ が , 多動な どの 問題行動の た め養護学校に 編
入 した . 自分の 思い 通 り に な らな い と身体を壁 に ぶ つ け る. ま
た 自分で着替え の 日 を決め て お り, そ の 日 に な らな い と 気温に
関係なく厚着や薄着 を して い る . 注意が 持続 しに くく ▲ 励ま す
必 要が あ っ た .
症例8 :20歳 2 か月 の 男子. 一 卵性双生児 の 兄で , 弟も自閉
症である . 注意 が持続 しに くく t 励 ます必 要が あ っ た .
症 例9 :24歳 7 か月 の 男子. タ オ ル 工場 に 勤務 して い る . 熱
心 に 検査を 受けた .
次 に , 対象と した 精神遅滞の 生育歴 , 教育歴 , 主 要症状, 受
検態度 の 概要を 示す . 年齢ほ 知能検査施行時の もの で ある .
症例10:20歳 1 か 月の 男子 . 吸 引分娩の ほ か ほ , 特 に 著変 な
く出生 し, 始歩は 1歳 3 か月 で あ っ た . 2歳時に 発語が なく ,
言語発達遅滞を指摘 され た . 中学校特殊学級か ら養護学校高等
部に進学 した . 現在 ほ作業所 へ 適所 して い る . 頭部核磁気共鳴
画像 (m agnetic r esc[n an C eim aging, M RI)に 異常を認め な い .
検査に ほ ス ム ー ズ に 入 っ た が , 途中か ら奇声を認 め , 中断を 余
儀なく され る こ ともあ っ た .
症 例11:14歳 2 か月 の 男子 . 胎 生期 , 母 が軽度の 妊娠中毒症
で あ っ た . 在胎41週 , 3550g に て出生 し, 始歩ほ 1歳 2 か月 で
あ っ た . 3歳児健康診査で言語発達遅滞を指摘 され た . 幼児期
は妹 と よく遊び , 妹 よ りも手が か か っ た とい う. 養護学校中学
部に 在学中で ある . 頭部 M RIに 異常 を認め な い . 検査時 ほ , 緩
慢な動作が 目立 ち , 励ま す必要があ っ た .
症例1 2:19歳11 か月 の 女子 . 3歳頃か ら頭部の 脱毛 を認 軋
以後現在に 至 る ま で , 皮膚科 で加療を受け て い る . 生後 5 か月
か ら施設に 預け られ て い た が , 5歳か ら母親 が養育 して い る .
小 , 中学校 と特殊学級 に 在学 した . 先 天性股関節脱臼の 既住 が
ある . 比較的時間を要 した が , 熱心か つ 丁寧 に 検査を受け た .
症例13:17歳 5 か月 の 男子. 中学校特殊学級か ら養護学校高
等部に 進学 した . 熱心 に 検査を 受けた .
症例14:17歳 0 か月 の 女子 . 中学校特殊学級か ら養護学校高
等部に 進学 した . 熱心 に 検査を受 けた .
症例15:16歳 0 か月 の 女子. 小学部か ら養護学校 に 在籍 して
い る . 検査の 後 半で 励 ます必 要が あ っ た .
症例16:15歳 8 か月 の 女子 . 中学校特殊学級 か ら養護学校高
Table 3･ Co mpa ris o n of intellige n c equ otient(IQ)
betwe e n a utistic a nd r etarded gr o up
Nu mbe r
Gr o up of
S ubje cts
Intelligen ce qu otie nt(m e a n±S D)
FIQ VIQ PIQ
Autistic 8 53.1±13.0 60. ±15.7 55. 8土12.9
Reta rded 7 56.9 土16.9 60.1 ±17.6 62.1±12. 7
FIQ, full inte11ige n c equ otient; ⅤIQ, V erb al intellige n c e
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等部に 進学 した . 比較的熱心 に 検査 を受けた .
成 績
対象 の 年齢 は , 自 閉 群 が 194. ±5 臥7 か 月 , 遅 滞 群 が
204･7 ±24･ か月 ( 平均値士標準偏差) で , 両群間 に 有意差を認
め な か っ た . 知能指数 は , 蓑 3 に 示 す ご と く , FIQ, 言語性知能
指数(v erbal intelligen c equ otie nt, VIQ), 動 作 性 知能 指数
(perfor m a n c einte11ige n c equ otie nt, PIQ)と もに 両群間に 有意差
を認めな か っ た . ま た 利き手 の 分布 に 有意差 を認 め なか っ た .
さ らに 非服薬例に 限定 した場合も , 年齢, 知能指数 , 利き手の
分布 に 有意差を認め な か っ た .
Ⅰ . P 300 成分の 両群間比較
各誘導に お ける P 300振幅 を図 3 に , 薄 暗 を 図 4 に 示 す .
Fz, Cz, Pz, T5, T6 に お い て , 両群 間の P 300成分の 比較を行 っ
た こ ろ , 振幅は い ずれ の 誇導でも両群間に 有意差お よび 傾向を

































Fz (ユ Pz T 5 T6
P3 0 0c omponent
Fig ･3･ Co mparis o n of P 300a mplitudesbetw e e n a utistic a nd
retarded gro up･ Re c ording of the P3 00c o mpo n ent w e re
m ade fro m the mi dlin efr o ntal(Fz), mi dlin e c e ntral, O r
V erte X(Cz), mi dlin e pa･rietal(Pz), left po sterio rtem po ral
(T 5), a nd right po sterior te mpor al(T 6)ele ctr odelo ciofthe
intern ation al l O-20syste m･ Ea ch v alu e pr e se nts m e an土-













































Fz 〔と Pz T 5 T6
P 30 0com ponent
Fig･ 4. Co mpariso n of P 300pe ak late n ciesbetw e e na utistic
a nd r etarded gro up ･ Re co rding of the P 300c o mpo n e nt
W er e m ade fr o mthe midline fr o ntal(Fz), midlin e ce ntr al▲
OrVerte X(Cz), mi dlin eparietal(Pz),1eftpo steriorte mporal
(T 5), and right posteriorternpor al(T6)ele ctrodelociofthe
inter n atio nal l O- 20syste m･ Ea ch v alu epre s e nts m e a n±
S D･ * , P<0･10 by Ma n n- W hitn ey
'
s u te st. 鞠 . a utistic
gr o up ;口, r etarded gr o up.




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(P<0･10). ま た知能指数が測定不能で あ っ た症例 7 を除い て両
群間比較を行 っ たと こ ろ , 振幅に ほ 有意差 を認めず, Pz, T6に
お ける滞時が延長する傾向を認め た (P<0.10). さ らに 非 服薬
例の み に 限定 した 両 群間比較を行 っ た と こ ろ ∴振幅, 薄暗とも
に , 有意差お よび 傾向を認め なか っ た .
Ⅰ . 神経心 理学的バ ッ テ リ ー に つ いて
表 4 に 示す ごと く , W C S Tの 達成 カ テ ゴ リ ー 数 , 総誤り 凱
M iln erおよ び Nels o nの 保続的誤 り数 , ユ ニ ー ク エ ラ ー 数 ,
W IS C-R の 迷路問題の 粗点, W F Tの 口 答, 筆答の 得点に , 有意
差 お よ び傾向を認 め な か っ た . しか し 自 閉群 で W C S Tの
Nelson の 保 続的誤 り数 が 大き い こ と が う か が わ れ た .
C hapuis 迷路テ ス トに つ い て は , 課題を施行で きた症例が自閉
群 で 9名中2名と少 なく, こ の た め 両群間比較を統計学的に 行
う こ と が できな か っ た . 遅滞群で も第1施行を行 い 待た 症例 が
7名中5名 , こ の うち第2施行も行 い 待た 症例が 4名と , 全 例
に 施行す る こ と ほ できなか っ た .
Ⅲ . C A R Sに つ い て
表5 に 示 す ごとく , CA RSの 総得点は 自閉群で有意に 高か っ
た (P<0･05)･ ま た自閉群の C A R S総得点は , 2名が重度の 自
閉症, 5名が軽 , 中等度の 自閉軋 2名が非自閉症の 範囲に あ
り , 遅滞群で は 6名が非自閉症 , 1名が 敵 中等度 の 自閉症の
範囲に あ っ た .
Ⅳ . P 300成分とC A RS の 関連
表 6に 示 すご とく, 自閉群に お い て , P300成分と C A R S総
得点の 間に 有意な相関お よび相関傾向を認め なか っ た . しか し
自閉群の P 300溶暗と . C A R Sの 下 位項目 である , 『人 と の 関
係』, 『情緒反応』, 『物 の 扱い 方』, 『変化 へ の 適応』, 『味覚, 喚
覚 , 触覚反応と そ の 使 い 方』, 『言語性 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン』,
『活動水準』, 『知的機能の 水準と バ ラ ン ス』, 『全体的な印象』
の 得点の 間に そ れ ぞれ 有意 な相関も しくほ 相関傾向があ っ た .
部位別 に み ると , Fz, Cz に おける潜時と臨床症状が 正 の 相関 ,
T5, T6 に おけ る 潜時 と臨床症状 が負 の 相関 であ っ た . 一 方
P 300振幅 と C A R S得点 の 関連 に つ い て ほ , Cz に お け る
P 300振幅 と 『全体的 な 印象』 の 得点 の 間 に 正 の 相 関傾向
(P<0･10) が あ っ たほ か は , 有意 な相関お よ び 相関傾向 を認 め
な か っ た .
Ⅴ . P300成分と神経心理学的バ ･ソ テ リ ー の 関連
自閉群に お い て , P 300成分と神経心 理学的バ ッ テ リ ー の 成
績 の 間に 有意 な相関お よび 相関傾向を認めな か っ た . 非服薬例
に 限定 して の 検討ほ , 症例数が少な い た め行わ な か っ た .
Ⅵ . P 3 0 0成分 と年齢の 関連
自閉群 に おい て , T5に お ける P 300振幅と年齢 の 間に 有意 な
負の 相関 を認め た が (P<0.01), 他の 誘導 お よ び 潜時 に つ い て
は , 年齢と の 間に 有意な相関お よ び相関傾向を認め な か っ た .
非服薬例に 限定 して の 検討は , 症例数が 少な い ため 行わ なか っ
た .
Table 5･ Co mpa riso n ofchildho od a utis m r ating s c ale
(C A R S)betw e e na utistic a nd r eta rded gr o up
Gr oup Nu mbe r ofs ubjects Total sc o r e ofCA RS
Autistic 9 32.1±8.1
*
Reta rded 7 23.6±4.2
Each v alu e pr e se nts m e a n±S D･ * , P<0･05c o mpared
to r eta rded gr oup by M a n n･ W hitn ey
,
s U te st.
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Ⅶ . 神経心理学的バ ッ テ リ ー と年齢 の関連
自閉群 に お い て , W C S Tの ユ ニ ー ク エ ラ ー 数 と 年 齢 の 間 に
負の 相関傾向を認め た が (P<0.10), 他の 神経心 理学的 バ ッ テ
リ ー の 成 掛 こ つ い て ほ 一 年齢と の 間に 有意な 相関お よ び相関傾
向を認め なか っ た .
考 察
小児の P300清時 に つ い て ほ 年齢に よ り変動する こ と が知 ら
れ て お り , 健常 児の 潜時 と年齢の 関係 に つ い て , Goodin ら42),
長沼ら
43)
, Ma rtin ら
44)
, 佐藤 ら45)な どに よる種 々 の 報 告が あ る
が ,
一 定 した結 論は得 られ て お らず , 振幅 と年齢の 関係に つ い
て も , 加齢 に よ り振幅 が減少す る と も46), 有 意 な 変動 は な
い 42)43)4 抑と もい われ て お り , 一 定 した 見解ほ ない . 本研究 で は
自閉群で , T5に お ける振幅と年齢が有意な負の 相関を 示 した が
(P < 0. 1), 清時お よ び他 の 誘導 に おけ る振幅 と年齢の 間に 有意
な相関お よび 相関傾向を認め な か っ た . た だ し非服薬例に 限定
して の 検討を お こ な っ て い な い の で , 現時点 で 自閉症 の P 300
成分と年齢 の 関連に つ い て , ほ っ き りと した結論を出す こ と ほ
難 しい .
自閉症 の P 300に 関 して は , 諸外国 で い く つ か の 研究が な さ
れ て い る が , そ の 中 に は 知能指数 を 一 致 さ せ て い な い も
の4ト 珊
, 動作性知能指数 の み を 一 致 させ て い るも が), 知能指数
の 測定法が対象間で異 な るもの 丹那) , 対照群 に精神疾患 を選 ん
で い るもの 抽 な どが あ り, 結果 の 解釈に 際 して問題に な ると 考
え られ る . 年齢 お よび 知能指数 を 一 致 させ 一 対照群か ら精神疾
患 を除外 した報告が近年 Strarnd bu rg ら
12}に よ っ て な され て い
るが , こ の 報告 ほ視覚課題を用 い て お り, 聴覚課題匿 つ い て ほ
検討 して い な い . また 本邦で の 自閉症の P 300に 関する 報告も
少な い た め了) , 対象の 選択 に 留意 した上 で , 聴覚課題 に 対す る
P 300成分に つ い て検討す る意義 は大きい と思わ れ る .
過去 の 研究 で は 自閉症に お ける振幅 の 減衰が多数報告され て
い る が4 卜 7 腑 1-), 対照群と の 間に 有意差 を認 めな か っ た と する報
告g)や , 逆 に 振 幅が 大きか っ た と す る 報告
12) も あ る . Str a nd-
burg ら
12)ほ 1 他 の 報告 と異な り振幅増大が み られ た 理 由と し
て , 対象が 成人であ っ た こ と と , 高機能自閉症者 で あ っ た こ と
を挙げて い るが , 自閉症に お ける P 300研究で は , 年 齢と知能
指数を 一 致 させ る こ と が ぜ ひ とも必要 と思わ れ る. ま た課題に
よ る違 い に つ い て ほ , 視覚課題 と聴覚課題で と もに 振幅減衰が
み られた とす る報告がある 一 方8)10) , 視覚課題で の 振幅減衰 はな
く , 聴覚課題で振幅減衰が み られ た とす る 報告 が ある4) . さ ら
に 振幅に 有意差が な い と する 報告g)ほ 視覚課題 に つ い て 検 討 し
た もの で ある . 一 方潜時 に つ い て ほ , Niw a らT)が ダ ウ ン 症児お
よ び健常児 との 間 に 有意差 は な か っ た と述 べ て い る .
精神遅滞 に つ い て は P 3 00潜時が延長. 振幅は 有意差が な い
と する報告が あるが48)4g), 年齢 , 知能指数を 一 致 させ て い る か否
か の 記載 がな い . こ れ らの 報告 と本研究 で ほ t 用 い た課題 ,
対象の 知能指数 . 年齢な どが 微妙 に 異 な るた め , 単純な比較ほ
好 ま しく な い が , 本研究で ほ 聴覚課題 を用 い て い る に もか かわ
らず , 両群間 の 振幅 に 有意差は認めず∴逆に 潜時が延長す る傾
向を認め た .
また P 300の 研究 で常に 問題と され る の が抗精神病薬服用 に
よ る影響 で あるが , Du n c a nら
SO) ほ精神分裂病患者に 視覚 お よ
び 聴覚課題 を行 い , 視覚課題で 治療 に よ り P 300振幅が増大 し
た の に 対 し , 聴 覚課題 で ほ 変化 しな か っ た と 述 べ て お り ,
Bla ckw o od ら51)ほ 同 じく 精神分裂病患者 に 聴覚課題 を行 い ∴ 治
療に よ る変化が な か っ た と して い る . こ の よ うに 服 薬の 影響が
あると もない とも言わ れ て い る が , 自 閉症 の 非服薬例を対象 と
した 過去 の 報告で は , Da w s o nら5) が 聴覚課題 で 振幅減衰 ,
Ve rbate n ら
6)が視 覚課題 で 振幅減衰 , Cie sielski ら8)が 視覚お よ
び 聴覚課題 で振幅減衰 , Str a ndbu rg ら
1 2)
が 視覚課題 で 振幅増大
Table6, Corr elation betw een P 30 0c om ponent and CA R Ss co resin the a utistic gr o up(n = 9)
Spearm an ra nk co rrelatio n c oeffic ent betwe en e ach CA R Ss c ore and P 3 00co mpo n e nt in t he
autistic gr o up
CAR Ssc ore
Amplitude (p V) Pe ak late ncy(m sec)
Fz Cz Pz T5 T6 Fz Cz Pz T, T6




Em otion al re sponse
4 . Body use
5 . Obje ct use
6 . A daptation to change
7 . Vis ual respo ns e
8 . Liste ning respo ns e
9 . Ta ste, S m e11, a nd to u ch
0.17 0 0.3 2 4
0.43 8 0.2 9 0
0.34 2 0.4 8 2
0.42 4 0.3 7 1
0.237 0.05 1
0.29 6 0.216
0.2 17 0.21 0
0.44 3 0.36 6
0.25 8 0. 5 6
0 .120 0. 5 6 -0.40 6 0.20 4 ().2 55 0.26 3
- 0 .08 1 -0.40 8 0.11 9 0.47 3 0.4 24 0.25 2
0 .108 -0.24 0 -0,()8 7 0.30 9 0.6 23
*
0.480
0 .22 5 -0.18 7 0.33 8 0.13 6 0 .070 0.00 8
-0.28 9 -0.5 13 ･0.16 4 0.62 8
*
0 .547 0.42 7
-0.11 2 -0.28 7 0.12 2 0.5 75 0.6 55
*
0.54 7
0.08 2 0.30 2 0.15 6 -0.08 1 -0.115 0.19 2
0.16 8 0. 8 7 -0.03 5 0.3 10 0.2 0 1 0.14 2
- 0.20 8 -0.3 74 0. 90 0.66 8
* *
0 .4 7 1 0.42 0
r esponse a nd us e
lO. Fear orner vo us n ess o.19 6 0.21 3 0. 2 3 TO.2 33 岬 0 .4 93
11. Verb alc o m m u nic atio n o.05 2 0.24 5 0.11 7 0.2 18 0. 09
12
.
No n v erbalc o m m unic ation o.40 7 0.45 6 0.45 7 0. 34 0.0 54
13. ActivityIe vel - 0.03 6 0.21 8 - 0.0 64 - 0.0 2 -0.1 56
1 4. Levela nd c onsite ncy of o.09 3 0.32 1 0. 9 6 0. 35 -0 .2 16
intellectual fun ctio nlng
15. Ge ne r al Impr essio ns o.4 88 0.6 13
*
0.27 5 NO.3 98 - 0 .176
0.4 73 0.2 80 0.31 5
0.12 8 0.4 33 0.40 0
0.1 83 0.148 0.19 0
0.13 9 0.6 4 7
*
0.52 9
0.2 07 0.5 3 0 0.46 8
0
.
43 1 -0.648 0.55 0
【0.6 04 ¶0.57 6
0.4 0 7 0.31 5
-0.32 0 -0.43 0
-0.07 5 -0.10 6
0.51 9 0.3 16
0.16 3 -0.13 6
¶0.26 8 -0.17 5
-0.062 欄0.17 5
0.40 9 0.16 9





-0.38 9 … 0.49 8




- 0 .6 44
*
- 0.295 -0 .42 6
CA RS totals c or e o.3 27 0.39 0 0. 6 9 - 0.1 52 MO.0 53 0.4 17 0.5 6 6 0.46 9 -0.25 7 -0.39 6
* , P < 仇1 0; * *l P < 0. 5.
自閉症 の P 300およ び前頭葉機能 に 関する研究
と様 々 な 結果が得 られ て い る . 本研究 では 服薬例も含め ると薄
暗が延長する憤向を認め , 非服 薬例 に 限定する と有意差 , 傾向
ほな か っ た が , こ の こ とか ら滞時延長が服薬に 影響 され て い る
可能性もある . しか し , 抗精神病薬服用に よ っ て変化す るの ほ
振幅 で ある と され て お り
3)50)
, こ の 潜時の 延長を服薬 の 影響の み
で解釈する こ とも で きな い .
次に 神経心 理 学的バ ッ テ リ ー の 成績に つ い て 考察す る . 前頭
葉磯能に 関す る神経心 理 学的検査の 成績は個 人差が大きく l 検
査結果が 一 定 しな い こ と が指摘 され て い る が
l即52)
, 今 回 の 成績
も標準偏差が比較的大きく , こ れ らの 報告と 同様の 傾向を示 し
た .
前頭葉考薩面 , 特に左前頭菓の 器質的損傷 では W C S Tの 達
成 カ テ ゴ リ ー 数が 少なく , 保続的誤 りが 多い こ とが 知 られ て お
り
37)53)
, 前頭低活性 の 指摘さ れ て い る精神分裂病患者 に お い て
も , こ の 所 見 が 認 め ら れ て い る54)55). Weinberge r ら
56)
,
Ber m a nら57)は 133Xe 吸入 法に よ り W C S T施行時 の 局所脳血流
債を測定 し , W C S T施行時に 健常者 で み ら れ た 背外側前頭前
皮質の 局所脳血流値 の 増加が , 精 神 分裂病患者 で は み ら れ な
か っ た と報告 して お り , 一 方 Ka w a s aki ら58)は , 精神分裂病患
者の W C S T施行中の 局所脳血流値を , g9mTc - ヘ キ サ メ チ ル プ ロ
ピ レ ン ア ミ ン オ キ シ ソ (g9m Tc-he x a m ethyトpr opyle n e a min e
O Xim e,
99m
Tc-H M P A O)を用 い て 測定 した結果 ‥ 患者群 で 内側前
頭前皮質の 相対的血流上昇が欠如 して い た と述べ て い る .
以上 の よ うに , 精神疾患な い し脳損傷患者に 対 し前頭葉傲能
の 指標 と して W C S T を施行 し た報告 ほ数多 く み ら れ る が ,
Ru m sey
20)
, Ru m sey ら
21)22)は 高機能成人自閉症老に W C S Tを 施
行 し , 健常者 に 比 して 達成カ テ ゴ リ ー 数が 少な く , 保続的誤り
が多い こ と を報告 して い る . 本研究 で は 有意差や傾向を認め る
に は 至 らなか っ た もの の , Nelso nの 保統的誤 り数が 大き い こ
とが うか がわ れ た . 中根 ら5 g)の 指摘す る , 経験に よ っ て 学習 で
きな い , 環境 の 変化に 適応 できな い , 誤 り に 関す る フ ィ ー ド
バ
ッ ク を 利 用 す る こ と が で き な い な ど の 自 閉症 の 特徴 ほ ,
W C S Tで の 達成 カ テ ゴ リ ー 数の 減少 , 保続 的誤 り数 の 増加 と
い っ た所見 と相通ず るもの があ り, 自閉症 で W C S Tの よ う な
前頭菓機能検査が成績低下 を示 す こ と ほ 十分に 考え られ る .
W CS Tの 小児に お ける年齢の 影響 に つ い て ほ , 永田 ら60)に よ
る研究が あり , 6 ～ 12歳の 健常児 に お い て , 達成 カ テ ゴ リ ー
数, 保続的誤 りな どの 指標と 年齢 の 間に 有意 な相関ほ な い こ
と , 健常児ほ 通常成 人 に 比 して達成 カ テ ゴ リ ー 数が 小さ く , 保
続的誤 り数が多い こ と な どが 報告され て い る . こ の 報告 で は 鹿
島ら81)の 方法を 用い て お り , 年齢幅も異な る の で 単純な比較 は
好ま しくな い が , 本研究 で ほ ▲ ユ ニ ー ク エ ラ ー 数と 年齢 の 間に
負の 相関傾向を認め たも の の (P< 0.1 0), 達成 カ テ ゴ リ ー 数 お
よ び保続的誤 り数に つ い て は , 年齢 と の 間 に 有意な相関 およ び
相関傾向を認め なか っ た .
Chapuis 迷路 テ ス ト は右前頭菓機能を反映 して い ると されて
お り
3g)
, こ の 他に も迷路 テ ス トが前頭葉 , 掛 こ右前頭菓機能 を
反映 して い る とす る報告が散見 され る62)63). C hapuis 迷路テ ス ト
を施行 した試み と して ほ t 斎藤 ら39) が精神分裂病患者 に施行 し
た報告 , 加藤64)が脳損傷患者に施行 し, 前頭葉損傷 と他部位損
傷と の 比較 を した 報告な どが ある . 本研究で は自閉群 9名の う
ち課題が施行できたもの はわ ずか 2名で あ っ た が , 本検査ほ 3
つ の 迷路 を続け て 施行 で きた 場合に 初め て 採点 が可 能と な るた
め , 注意 を持続す る こ と が 困難な症例の 多い 自閉群で , 課題遂
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行例が少な く な っ て しま っ た もの と 思われ る . そ の 代用 と した
WIS C-R の 迷路問題 の 得点に つ い て は 】 Saga w aら54)が 精神分
裂病愚者に おけ る左上前頭領域の 局所脳血流値と の 間に 有意な
相関があ る こ と を見出 L て お り, 先の 報告6 描 )な どか らも, 本検
査 は前頭葉機能検査と して 使用 して よ い と思わ れ る . 本研究で
は , 自閉群と遅滞群の 成績 に 有意差 お よ び 傾向を認 め なか っ
た .













で始 ま る語を , 各 1 分
間, 計 3分間に 口 頭で 列挙させ , 左 およ び 両側前頭葉損傷点者
に お い て 成 績低下が み られ た と述 べ て お り, 斉藤 ら88)は 『た』,
『て』, 『さ』 の 3文字 で始ま る語を 口頭 で 列挙 させ , 前頭葉損
傷患者に お い て 成績低下が み られ た こ と , 左右の 前頭葉損傷に
お け る 有意差 は な か っ た こ と を 報告 して い る . 斎 藤 ら3 g)ほ
『て』, 『い』, 『し』 の 3文字で始 まる 単語 で , 固有名詞 , 語幹の
同 じ語を 除くもの を各 々 1 分間に で きるだ け答え させ . 精神分
裂病患者の 前頭葉機能に つ い て 検討 し, 精神分裂病患者と健常
老間に 有意差を認め なか っ た と報告 して い る . 自閉症 に 対 して
は , Ru m s ey ら
21)が Be nto n65)の 方法 で W F T を行い , 健常者に
比 して 成績低下が み られ た とす る報告 がある . 一 方30秒あた り
の 列挙語数 を 4語頭音で合計して 評価 した 棟厨1)の 報告 で は ,
自閉症と精神遅滞の 間に 有意差ほ み られ て お らず , 斎藤ら3鋸 の
方法に 従 っ た本研究でも両群間の 成掛 こ有意差 お よび 傾向を認
め な か っ た .
以上 の ご とく , 本研究で ほ前頭葉機能検査の 一 部 で 自閉症に
お ける成績低下が うか が われ た が , 統計学的に 明 らか な もの で
ほ な か っ た . ま た成績の 標準偏差 が比較的大き か っ た こ と か
ら , 前頭葉機能障害群と非前頭葉機能障害群が存在する とも考
え られ る .
次に 臨床症状評価 と して 行 っ た C A R Sに つ い て 考察す る .
CA R Sの 総得点は年齢と と も に 低下す る こ と が 知 られ て お
り
67)
l 自閉症 の 残遺状態を非自閉症と診断する 可能性 が指摘 さ
れ て い る . ま た高機能自閉症を非自閉症とする可 能性や , 自閉
的傾向を伴 っ た精神遅滞を自閉症 と診断する可 能性が指摘 され
て い る . 本研究 でも自閉群 の 中に C A R Sの 総得点が非自閉症
の 範囲に ある症例があり , 遅滞群の 中に C A R Sの 総得点が 自
閉症の 範囲に ある症例がみ られ た が , 両 群間比較で ほ自閉群の
総得点が有意に 高か っ た (P<0-05).
自閉群に おけ る P 300成分と C A R S得点 との 閑適 に つ い て
は ∴潜時と C A R Sの 下位項目 で ある , 『人 と の 関係』, 『情緒反
応』, 『物の 扱 い 方』, 『変化 へ の 適応』, 『味覚 , 嗅覚, 触覚反応
と そ の 使い 方』, 『言語性の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン』, 『活動水準』,
『知的機能の 水準と バ ラ ン ス 』, 『全体的な印象』 の 得点と の 間
に 有意な相関な い し相関傾向がみ られ , 一 方振幅と の 間に ほ ほ
と ん ど相関が な か っ たが , こ の こ と と 両群間比較で潜時が延長
傾向を示 し, 振幅に ほ差が なか っ た こ と を併せ 考え る と , 自閉
症の 病態生理学的特徴を表す指標と して , 振幅よ りも滞時の 方
が 有用 で はな い か と思わ れ る . さ らに Fzt Cz に お け る 潜時 と
臨床症状 の 間に 正 の 相関が み られ た こ とか ら , 自 閉症 の 臨床症
状が重度である ほ ど, 認知機能も障害 され て い る こ とが 考え ら
れ る が , T5, T8 に お ける滞時と臨床症状の 間の 負の 相関の よ う
に , 解釈が 困難 な関連も認め られ た こ とか ら ∴結論 は慎重に な
され る べ き で ある . また現状で は服薬 の 影響を完全に否定でき
ない た め , 今後 さ らに 多数 の 非服薬例 に 対す る検討 が望 まれ
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る .
本研究の 対象ほ , P 300に 関する 過去の 報告に 比 して 知能指
数が低い 症例が多く , う ち 1 例は 知能指数を測定 し得 な か っ
た . しか し こ の よ うな症例に 対 して も P 300の 測定を 行う こ と
が で きた こと は , 自閉症 や精神遅滞に 対 して本検査を施行 でき
る可 能性を広げた もの と い え るだ ろう .
結 論
自閉群に つ い て , 遅滞群 を対照群と して 事象関連電位 P 300,
前頭葉機能検査 お よび 臨床症状評価を施行 し , 両群間 の 比較を
行う とと もに 指標間の 関連を検討 し, 以下の 成続 を得 た .
1 . Fz, Cz, Pz, T5, T6 の 各誘導 に お い て P 300成分の 両群間
比較 をお こ な っ た と こ ろ , 振幅に は有意差ほ なく , Pz に おけ る
滞時 が自閉群で延長す る傾向を認め た . また 非服薬例の み の 両
群間比較 で は , 振幅 ∴潜 時 と も に 有意差 お よ び 傾向を認 め な
か っ た .
2 . 年齢 , 知能指数は , 両群 間で 有意差 を認め な か っ た .
3 . 自閉群 で W C S Tの Nels on の 保統的誤り数が大きい こ と
が う か が われ , 自閉症 に 前頭葉機能障害を有す る 一 群が 存在す
る可 能性が考 え られ た .
4 . C A R Sの 総得点 は自閉群で 有意に 高か っ た .
5 . 自閉群 に お い て , P 300薄暗 と C A RSの 下 位項 目 で あ
る , 『人と の 関係』, 『情緒反応』, 『物の 扱い 方』, 『変化 へ の 適
応』, 『味覚 , 喚覚 , 触覚反応と そ の 使 い 方』, 『言語性の ･コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ソ』, 『括動水準』, 『知的機能の 水準 と バ ラ ン ス 』,
『全体的な印象』 の 得点 との 間に 相 関が み られ た 一 方 , 振幅 と
の 間に ほ と ん ど相関 は なく , 滞時延長 とあわ せ て t 自閉症の 病
態生理学的指標 と して , 振幅 よ りも薄暗の 方が有用 と考 え られ
た .
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Key w ords a utis m, e V e nt-r elatedpotential, P3 00, n e u r OPSyChology,fro ntallobefun Ction
A bstr act
Tbepresentstudy w asperfbr m edto e x amin ec ognlbv e and fro nta1 10be fun ction ofautis m co mpar edto m e ntalretarda-
do nby uslng P3 00compone nt ofe ventィelatedpotential, the ne uropsychologic altestbatery and childho od autis m ratlng
SCale(CA RS)･ T he s叫 ects w ere 9 autistic(autistic group)and 7m enta11y retarded(retarded gro up)children of m atched
ages and m atched inte11ige ncequ otients･ T he n eur opsychologlC altestbattery c onsisted of W isc onsin c ards ortlng teSt
(W C ST)･ Chapuis maze test, We chslerintelligenc e s cale fbr children revis ed ⅣIS C- R) m aze te s t a nd w ord fluency test
(W F r)･ T he amplitudes of P30in the autistic groupw ere n ot signi且c an t CO mParedtothoseinthe retardedgroup･ TYlepeak
laten cies of P300 atPzin the audstic gro up wer elongerthanthosein the re tarded gro up･ In the audstic gro up, the peak































･ It w as sug gested thatthe pr olonged peak latenciesof P3 00in the autis-
tic group in dic atedpathophysiologicalchar aCteris也cs ofautistic children･ In the a utistic group, the sc ores of W IS C-R m aze
test and WF rw ere n otsignincant to thosein the retardedgroup･ Per s e v e r ativ e errors of Nels on in W C ST w erelargerthan
thosein the retardedgroupbutthisdifftre nc edidn ot re ach statistic alsigninc an Ce･ In c o n clusio n,it w as s uggested thatso m e
Ofautistic childre n sho wede viden ce o柏 ontal1obedysfun ction.
